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　千歳市は、支笏洞爺国立公園に代表される雄大な「自然景観」
や北海道らしい「田園景観」、清流千歳川をはじめ、市民の憩い
の場である青葉公園などの自然と調和した「都市景観」を有し、
日々の暮らしの中で潤いと安らぎを感じることができるまちと
なっております。
　また、北海道の空の玄関である新千歳空港を擁する「国際都
市」であること、公立千歳科学技術大学を始めとする複数の大
学等が存在する「学園都市」であることなど、多様性に富んだ
まちが形成されており、道央圏の中でも発展しているまちの一つとなっております。
　さらに、令和３年７月に「史跡キウス周堤墓群」を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」
が世界遺産に登録され、周辺における景観保全の必要性が高まっている状況にあります。

　市民や来訪者が求めるまちの姿を実現し、今後もさらなる発展を続けていくためには、市
民の貴重な財産である「自然景観」、「田園景観」、「都市景観」、「歴史・文化を形成する景観」
などを構成する様々な「景観資源」を確実に後世に引き継ぐとともに、自然と都市が調和し
た良好な景観を維持していく必要があります。

　こうした本市の景観を取り巻く社会情勢の変化を踏まえて、「千歳市第７期総合計画」や
他のまちづくり計画との整合を図り、景観づくりの方針や考え方を定め、市民、事業者、市
の協働で景観づくりを進めていくため、このたび「千歳市景観計画」を策定いたしました。

　本計画に基づき、自然と都市が調和した良好な景観づくり並びに快適な生活環境の維持・
向上を目指し、景観づくりに関する各種取組を推進してまいりたいと考えておりますので、
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見をいただいた、千歳市景観計画検討会議委
員、千歳市景観審議会委員、千歳市都市計画審議会委員、並びに計画策定にご協力いただい
た市民や多くの関係者の皆さまに心からお礼を申し上げます。

　令和３年７月







　　　　　



1

第１章　計画策定の趣旨　　　　　　
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第１章　計画策定の趣旨／１．計画策定の背景と目的

　本市は、支笏洞爺国立公園に指定されている支笏湖や清流千歳川をはじめとする豊かな
自然環境に恵まれたまちで、新千歳空港を有しているほか、JR 千歳線は JR 北海道の最大
幹線となっており、また、道路については、高速道路２路線と国道 6 路線、道道 14 路線がネッ
トワークを形成し、北海道の一大交通拠点となっています。
　国内航空路線網の基幹空港である新千歳空港は、広域的な観点からも空港までの連絡に
おいて沿道景観の向上を図ることが重要であるため、北海道の顔となるよう、新千歳空港
周辺景観形成推進協議会によって「新千歳空港アクセス沿道景観形成ガイドライン（平成
９年（平成 24 年改訂））」が策定され、空港や空港周辺の沿道景観づくりを図ってきました。
　本市では、千歳市都市景観形成基本計画として、平成 13 年に「ちとせ都市景観ガイド
プラン」、平成 14 年に「ちとせ都市景観ガイドライン」を策定し、主に都市景観について、
良好な景観づくりに取り組んできました。
　一方、国では、平成 15 年に「美しい国づくり政策大綱」を策定し、良好な景観づくりを
国政上の重要な課題として位置付けるとともに、平成 16 年には「景観法」を制定し、地域
の特性を生かした良好な景観づくりを積極的に推進していく環境を整えました。
　また、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産の一つである「史跡キウス周堤墓群」
を含む周辺の景観づくりの必要性が高まっています。さらに、今もなお発展し続ける千歳
市は、人口増加や中心市街地の活性化の動きなど、取り巻く社会環境が変化しており、こ
れまで取り組みを行ってきた都市景観や新千歳空港周辺の沿道景観づくりに加えて、千歳
市の歴史文化、自然環境などまち全体の景観づくりを推進する必要性が高まっています。
　こうした景観をめぐる社会情勢の変化や市民ニーズに対応するため、景観づくりの方向
性を示し、市民及び事業者と市が一体となった良好な景観づくりを推進することで、愛着
と誇りの持てる魅力あるまちの形成に資することを目的とし、「千歳市景観計画」を策定す
ることとしました。



景観計画及び景観条例の位置付け
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　「景観」とは、一般的に “風景、景色、眺め” と同様の言葉として使われていますが、人々
が目にすることのできる空間や、眺めることのできる空間の『見え方』に対する言葉です。
　私たちが生活している環境は、「見る」ことによって評価される傾向が強く、「見える環
境」の良さが生活空間の快適さにつながっていると考えられています。その「見える環境」
について言い替えた言葉が「景観」です。
　景観の要素としては、まちのすがたや自然のすがた形だけではなく、歴史・風俗・人情・
環境など生活に関わる全てのものが含まれます。

第１章　計画策定の趣旨／２．計画の位置付け　３．景観の定義　　　　　　
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　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals」は、誰一人取り残さな
い、持続可能でよりよい社会の実現を目指す
世界共通の目標として、2015 年 9 月に国際連
合で採択されました。全世界の共通課題であ
る、貧困や不平等・格差、テロや紛争、気候
変動などさまざまな課題を 2030 年までに解決
するために、17 の目標を設定しています。
　本市においても、景観計画に基づく良好な景観形成に向けた取組を、SDGs の 17 の目
標に関連づけて推進することで、SDGs の達成に貢献していきます。

第１章　計画策定の趣旨／４．持続可能な開発目標（SDGs）と景観計画
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第２章　千歳市の景観特性　　　　　　
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　千歳市は、北海道の中南部に位置し、札幌市・苫小牧市など４市４町に接しています。
市域は東西に長く西高東低の地形です。市域の中央部はほぼ平坦な地形で、市街地をはじ
め飛行場、自衛隊駐屯地、農用地などに利用されており、東部は畑作や稲作を中心とした
農林業に利用されています。
　また、西部の国立公園として指定されている支笏湖地区では、樽前山（1,041m）や恵庭
岳（1,320m）など 1,000m 級の活火山が連なる山岳地帯を形成しています。
　本市を流れる河川としては、千歳川水系の河川と安平川水系の美々川などがあり、西側
の山地に支笏湖とオコタンペ湖、市街地南東側の美々川上流には千歳湖があります。
　千歳市の気候は、太平洋と日本海の気象の影響を受ける分岐点に位置しており、夏季の
最高気温は 30 度程度、年間の平均気温は７度から８度で、内陸型のしのぎやすい気候となっ
ています。
　また、梅雨や台風の影響も少なく年間の降水量は 800mm から 1,200mm 程度で降雪量
も道内で少ない地域です。

　千歳市の景観は、大きく支笏洞爺国立公園や国有林で構成される「自然景観」、東部の農
業地域で構成される「田園景観」、国道36号を骨格としてつながる国道337号・道道支笏湖
公園線、中央大通を中心に形成されている「都市景観」、史跡キウス周堤墓群に代表される

「歴史・文化を形成する景観」に分けられます。
　千歳市の景観特性を「自然・地形」、「田園」、「歴史・文化」、「都市構造・都市形成」、「市
民の愛着」の５つの視点から整理します。

第２章　千歳市の景観特性／１．千歳市の概要　２．千歳市の景観特性
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支笏湖支笏湖

パレットの丘パレットの丘

千歳第3工業団地千歳第3工業団地

千歳臨空
工業団地
千歳臨空
工業団地

新千歳空港
ロジスティクスセンター

新千歳空港
ロジスティクスセンター

千歳サイエンスパーク千歳サイエンスパーク

千歳川千歳川

ママチ川ママチ川

青葉公園青葉公園

泉沢自然の森泉沢自然の森

JR南千歳駅JR南千歳駅
千歳アウトレットモール・レラ千歳アウトレットモール・レラ
千歳オフィス・アルカディア千歳オフィス・アルカディア

道の駅サーモンパーク千歳道の駅サーモンパーク千歳
インディアン水車インディアン水車

千歳市根志越業務団地千歳市根志越業務団地

陸上自衛隊
東千歳駐屯地
陸上自衛隊
東千歳駐屯地

陸上自衛隊
北千歳駐屯地
陸上自衛隊
北千歳駐屯地

航空自衛隊
千歳基地
航空自衛隊
千歳基地

保安林保安林

新千歳空港新千歳空港
公立千歳科学技術大学公立千歳科学技術大学

美々公園美々公園

JR長都駅JR長都駅

JR千歳駅JR千歳駅

恵庭岳恵庭岳

キウス周堤墓群キウス周堤墓群

ウサクマイ遺跡群ウサクマイ遺跡群

千歳第2工業団地千歳第2工業団地

千歳第4工業団地千歳第4工業団地

千歳美々ワールド千歳美々ワールド

千歳流通業務団地千歳流通業務団地

千歳第1工業団地千歳第1工業団地

一般国道36号

一般国道337号

　　道道16号支笏湖公園線

凡例

市域

JR

道路

軸となる道路

河川

森林地域

農業地域

市街化区域

工業地

商業地

主要な公園、緑地等

第２章　千歳市の景観特性／２．千歳市の景観特性
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第２章　千歳市の景観特性／２．千歳市の景観特性
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第２章　千歳市の景観特性／２．千歳市の景観特性　　　　　　
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　千歳市中央地区にある史跡キウス周堤墓群は、今から約 3,200 年前に造られた馬追丘
陵西麓段丘上に立地する縄文文化最大級の構築物であり、周堤の外径が最大 83 ｍ、く
ぼみ底面から周堤天端までの高さが最大で 4.7 ｍにも及ぶ大型のものを含む周堤墓が９
基群集し、中には互いに周堤が接するものがあり、全体として広域な墓地の集合体を形
成しており、これまでの調査により、立石を伴うものや石棒を副葬したもの、ベンガラ
を散布したものなど、埋葬の多様なあり方を示す土坑墓が良好に遺存していることが確
認されています。
　周堤墓群は、縄文期以降に火山灰や腐植土によって覆われますが、昭和初期に保護が
なされ、構築時の外観を現地表でもそのまま確認することができ、周堤と中央部のくぼ
み、及び相互の配置が作り出す地勢・地貌は、現在に至る史跡（遺跡）の形成過程を示
すとともに、縄文時代の墓地群の有り様を反映させた史跡（遺跡）景観となっています。
　ここでは、史跡としての、また世界遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡群」
の構成資産としての遺跡景観を保全する取組が進められています。
　千歳市蘭越地区にある史跡ウサクマイ遺跡群は、今から約 7,000 年前の縄文時代早期
に内別川周辺に人々が暮らし始めたことで形成された遺跡群で、千歳川及び内別川の河
岸段丘・台地上に所在する縄文時代早期から擦文文化期に至る 21 か所の遺跡からなり、
原始河川のまま残されている内別川やカツラ、ミズナラ等の大木が生い茂る原生林など、
個々の遺跡を取り巻く自然環境を含めた 146ha にも及ぶ広大な地域が指定地となって
保存されています。
　ここでは、縄文時代の遺跡が多い中、現地表に明瞭なくぼみを見せて密集する 75 基
の竪穴住居跡は、道央部に遺された最大規模の擦文文化期集落跡として重要とされ、ま
た、擦文期墓坑群から出土した蕨手刀、刀子、土器などの副葬品は、古代東北地方との
文物交流を物語る具体的資料として、きわめて高く評価されています。

　新千歳空港は、国際便も数多く就航する北海道の
空の玄関口であり、新千歳空港及びその周辺は千歳
市のみならず北海道を訪れる国内外の多くの人々の
目にふれ、北海道を大きく印象付ける大切なエリア
となっています。
　新千歳空港周辺から樽前山への眺望や北海道らし
い広大な敷地は新千歳空港周辺の景観を構成する重
要な要素となっているため、「新千歳空港アクセス沿道景観形成ガイドライン」に基づき、
主に屋外広告物について適切に誘導し、空港周辺と調和した良好な景観づくりが行われ
ています。

第２章　千歳市の景観特性／２．千歳市の景観特性　　　　　　
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第２章　千歳市の景観特性／２．千歳市の景観特性
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　千歳市は、支笏湖を水源とする清流千歳川をはじ
めとする大小の河川が流れ、これらが市街地に水辺
空間を形成し、河川沿いの緑地と合わせ、水とみど
りの景観軸をつくり出しています。
　また、青葉公園、グリーンベルト、街路樹、河畔
の樹林など、多くのみどりが整備され、これらが良
好な都市景観をつくり出しています。
　千歳川沿いの河川敷地などは、市民や観光客の散策、休憩、イベントなどに活用さ
れています。

　千歳市は古くから交通の要衝であり、現在も新千歳
空港を核として道内の主要都市を結ぶ広域的な道路体
系、交通体系が整備されており、市道全般においては、
豊富な街路樹や、真町泉沢大通などに代表される、既
存のみどりを生かした道路整備によって、みどり豊か
な沿道景観がつくられています。
　また、新千歳空港周辺や国道 36 号、国道 337 号、
道道千歳インター線などでは、北海道の空の玄関口として、来訪する方々へ「おもて
なしの心」をあらわすために、2003 年からシーニックバイウェイ活動の一つとして花
植え活動が始まり、現在も彩りある沿道景観づくりの取り組みが行われています。

第２章　千歳市の景観特性／２．千歳市の景観特性
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第２章　千歳市の景観特性／３．千歳市の景観づくりに必要とされる事項　　　　　　



 

３）千歳市の観光ルートを踏まえた沿道の景観づくり 

（３）史跡キウス周堤墓群周辺などの保全につながる景観づくり 

（４）豊かな自然を身近に感じられる景観づくり 

（５）中心市街地の賑わいにつながる景観づくり 
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　千歳市の重要な観光資源である東部の農業地域や世界遺産に登録された史跡キウス
周堤墓群、西部の支笏洞爺国立公園や周辺市町につながる沿道は、千歳市の観光ルート
となっています。
　ＪＲ千歳駅や千歳市街地から道の駅サーモンパーク千歳や千歳川沿いを通り、史跡キ
ウス周堤墓群周辺を通過する国道 337 号、千歳市街地から豊かな自然景観を通りなが
ら支笏湖につながる道道支笏湖公園線、札幌市から千歳市街地を通り、新千歳空港につ
ながる幹線道路である国道 36 号及び中央大通は特に重要な道路と言えることから、多
様な観光資源をつなげる千歳市の観光ルートを踏まえた沿道の景観づくりを進める必
要があります。

第２章　千歳市の景観特性／３．千歳市の景観づくりに必要とされる事項　　　　　　
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　しかし、中心市街地の商店街では、車社会の定着やインターネットショッピング等に
よる消費者の購買形態の変化や居住地区の拡大に伴う買い物環境の分散等により、空き
店舗や遊休不動産が見られるほか、老朽化した住宅や店舗が多く、狭い歩行空間とあわ
せ、ゆとりがなく、市民や観光客にとって魅力が感じられない景観となっています。
　ＪＲ千歳駅周辺を含む中心市街地は、「まちの顔」としての役割が期待されており、
観光の活性化や交流人口の増加、人々のふれあいのある地域コミュニティの活性化のた
め、中心市街地の賑わいにつながる景観づくりを進める必要があります。

　千歳市には、支笏洞爺国立公園に代表される自然景観やパレットの丘に代表される東
部の北海道らしい田園景観、世界遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡群」の
構成資産の１つである史跡キウス周堤墓群、まちなかを流れる千歳川やインディアン水
車など市民の誇りとなる景観資源があります。
　市民のまちに対する愛着と誇りを育むため、こうした資源を市民、事業者、市の協働
で保全し、また、子どもの頃から景観づくりに参加してもらう取り組みを行う必要があ
ります。

第２章　千歳市の景観特性／３．千歳市の景観づくりに必要とされる事項 　　　　　　



17

第３章　景観づくりの基本理念・基本方針　　　　　　
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第３章　景観づくりの基本理念・基本方針／１．基本理念　　　　　　
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第３章　景観づくりの基本理念・基本方針／２．基本方針　　　　　　
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第３章　景観づくりの基本理念・基本方針／２．基本方針　　　　　　
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第４章　景観計画区域　　　　　　



支笏湖支笏湖

樽前山樽前山

千歳川千歳川 JR南千歳駅JR南千歳駅

新千歳空港新千歳空港

JR長都駅JR長都駅

JR千歳駅JR千歳駅

恵庭岳恵庭岳

■千歳市景観計画区域
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第４章　景観計画区域／１．景観計画区域
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第５章　景観づくりのルール　　　　　　
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・樽前山や支笏湖などの国立公園や国有林のみどり豊　　　　　
　かなエリア

・千歳市の東部に広がる農業地域の景観エリア

・北海道の空の玄関口である新千歳空港周辺のエリア

・国道 36 号、国道 337 号、中央大通などの幹線道路　　
　を軸に形成されている市街地や住宅地、計画的に配　
　置されている工業団地などを含めたエリア

・史跡キウス周堤墓群周辺及び史跡ウサクマイ遺跡群
　周辺を含めたエリア

・市域の西部、支笏湖から東に流れる千歳川やその支
　流のママチ川の沿線

・札幌から千歳市を経由し苫小牧方面に続く国道36号、　
　千歳市の中心を通る中央大通、千歳市を起点に長沼　
　町、南幌町、江別市などを経由して小樽市に続く国　
　道 337 号、千歳市から支笏湖方面を経由し苫小牧市　
　に続く道道支笏湖公園線の沿道

第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　



凡例

自然景観エリア……主に森林地域に設定されている地域

田園景観エリア……主に農業地域に設定されている地域

新千歳空港周辺エリア……新千歳空港アクセス沿道景観形成ガイドラインで定められた
　　　　　　　　　　　　ガイドライン区域、および新千歳空港敷地

市街地エリア……市街化区域もしくは都市地域に設定されている地域

史跡景観エリア……史跡キウス周堤墓群周辺及び史跡ウサクマイ遺跡群周辺の地域

沿道景観軸……国道36号、中央大通、国道337号、道道支笏湖公園線の沿道
　　　　　　　（道路中心線から100ｍの範囲）

水とみどりの景観軸……千歳川、ママチ川の沿線
　　　　　　　　　　  （千歳川は河川中心線から100ｍ、ママチ川は50ｍの範囲）

田園景観エリア

史跡景観エリア沿道景観軸

市街地エリア

水とみどりの
景観軸

自然景観エリア
史跡景観エリア

新千歳空港
周辺エリア

25

第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　



36.248  

26

第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　

〇周辺の自然景観や田園景観に調和しつつ、北海道のイメージを高める魅力的な景　　
観づくりに努めます。

○空港周辺の産業系の土地利用にあたっては、周辺の自然や田園景観との調和に配
慮した形態意匠や色彩、規模などによる建築物・工作物の立地を誘導するととも
に、緑化を促進し、みどりに囲まれた北海道の空の玄関口にふさわしい景観づく
りに努めます。



建物１階に店舗やベンチを設置する
など賑わいの誘導

賑わいが連続的につながることによる
歩いて楽しいまちなかの景観の創出

28

第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　



周囲の景観と調和するスケールの
揃った住宅の規模・形態

敷地内の植栽による潤いの演出

29

第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　



圧迫感を感じさせないよう、歩道から
一定程度の距離を確保

敷地内の植栽による
潤いの演出
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第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　

〇史跡キウス周堤墓群とその周辺は、縄文の雰囲気が感じられるよう、史跡景観の　　
　保全を図るとともに、その緩衝地帯並びに周辺地域の地理的・自然的環境の保全
　に努めます。
○今後、史跡を整備することにより、将来的に多くの来訪者が見込まれることから、
　周辺景観や環境が悪化しないように配慮します。
○市民との協働により、史跡キウス周堤墓群とその周辺における景観の保全に努め　
　ます。
○史跡ウサクマイ遺跡群及びその周辺は、河川や原生林など原始的な趣を今に遺す　
　歴史的自然景観を損なうことのないよう配慮して、史跡景観の保全に努めます。
※縄文の雰囲気が感じられる景観…縄文当時の地形や植生が現存し、縄文時代のありようが　
　反映されている景観



街路樹の適切な維持管理等による
みどり豊かな沿道景観の演出

花植活動による
彩りのある沿道景観の演出

周辺景観と調和した屋外広告物

沿道景観軸の景観づくりのイメージ
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第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方



散策路やベンチの設置など誰もが憩える親水性のある水辺空間

視点場となる橋は周辺の景観と調和するように配慮

34

〇まちなみとの関わりを意識し、市民や観光客などが親しむことができる水辺空間
の創出を促進し、市民の身近な憩いの場として豊かで潤いのある景観づくりに努
めます。

○市街地の水辺空間では、遊歩道の整備の促進や河川敷地の有効利用など、誰もが
憩い、くつろぐことができる空間づくりに努め、加えて周辺の公園・緑地と連続
した一体的な活用を進めると同時に、河川構造物などの景観への配慮に努めま
す。

第５章　景観づくりのルール／１．景観エリア・景観軸ごとの景観づくりの考え方　　　　　　



支笏洞爺国立公園
（自然公園法）

一般区域

景観計画区域（＝全市域）

•国立公園としての制限

•エリアごとに景観づくりの考え方を示す。
•届出行為の基準・景観形成基準は共通とし、
北海道の基準を基本とする。

•届出行為の基準・景観形成基準
は特性に合わせて設定※届出の対象外

※支笏洞爺国立公園と景観重点区域を除いた区域

景観重点区域

35

第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　



38

第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準

アに掲げる
工作物
イからエま
でに掲げる
工作物

オに掲げる
工作物

カからサま
でに掲げる
工作物

シに掲げる
工作物

高さ 15 メートル（建
築物と一体となって
設置される工作物に
あっては、当該工作
物の高さ５メートル、
かつ、地盤面から当
該工作物の上端まで
の高さ 15 メートル）
高さ 13 メートル（建
築物と一体となって
設置される工作物に
あっては、当該工作
物の高さ 5 メートル、
かつ、地盤面から当
該工作物の上端まで
の高さ 13 メートル）
高さ 13 メートル又は
築 造 面 積 2,000 平 方
メートル

高さ 5 メートル又は
築 造 面 積 2,000 平 方
メートル
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　

増築前又は改築前の工作物の規模
が前号に規定する規模以下のとき　
増築後又は改築後の工作物の規模
が前号に規定する規模
増築前又は改築前の工作物の規模
が前号に規定する規模を超えるとき　
増築又は改築に係る部分の築造面
積の合計が 10 平方メートル
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　

◎けばけばしい色の範囲
　　　・R（赤）、YR（黄赤）系の色相：彩度 8 を超えるもの
　　　・Y（黄）系の色相：彩度 6 を超えるもの 
　　　・上記以外の色相 : 彩度 4 を超えるもの
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　



48

屋外における土石、廃棄物（廃棄物
の処理及び清掃に関する法律（昭和
45 年法律第 137 号）第２条第１項
に規定する廃棄物をいう。）、再生資
源（資源の有効な利用の促進に関す
る法律（平成３年法律第 48 号）第
２条第４項に規定する再生資源を
いう。）その他の物件の堆積　

水面の埋立て又は干拓

電気供給のための電線路、有線電気
通信のための線路又は空中線系（そ
の支持物を含む。）の新築、改築又
は増築

第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　

※高さ、延べ面積、床面積、築造面積等の算定方法については、建築基準法施行令（昭
　和 25 年政令第 338 号）第２条の規定に準ずるものとする。
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　

◎けばけばしい色の範囲（次頁「屋根」についても同じ）
　　　・R（赤）、YR（黄赤）系の色相：彩度 8 を超えるもの
　　　・Y（黄）系の色相：彩度 6 を超えるもの
　　　・上記以外の色相：彩度 4 を超えるもの
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第５章　景観づくりのルール／２．区域ごとの景観づくりの基準　　　　　　
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第６章　景観づくりに関わる資源の指定方針や整備に関する事項　　　　　　
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／１．景観重要建造物・景観重要樹木の指定の方針　　　　　
第６章　景観づくりに関わる資源の指定方針や整備に関する事項
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／１．景観重要建造物・景観重要樹木の指定の方針　　　　　　

※景観法施行規則
（景観重要建造物の指定の基準）
第６条法第 19 条第１項の国土交通省令で定める基準は、次に掲げるとおりとする。

（１）地域の自然、歴史、文化等からみて、建造物（これと一体となって良好な景観を　　
　　　形成している土地その他の物件を含む。以下同じ。）の外観が景観上の特徴を　　　
　　　有し、景観計画区域内の良好な景観の形成に重要なものであること。

（２）次のいずれかに該当するものであること。
　 イ 道路その他の公共の場所から公衆によって容易に望見されるものであること。
　 ロ 政府が世界遺産委員会（世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約第８　　　
　　 条第１項の世界遺産委員会をいう。以下このロにおいて同じ。）に対し同条約第
　　 11 条第２項の世界遺産一覧表に記載することを推薦したものであって、当該推
　　 薦の際に世界遺産委員会に提出された管理計画（変更があったときは、その変　　
       更後のもの）に従って公衆によって望見されるものであること。

（景観重要樹木の指定の基準）
第 11 条法第 28 条第１項の国土交通省令で定める基準は、次に掲げるとおりとする。

（１）地域の自然、歴史、文化等からみて、樹容が景観上の特徴を有し、景観計画区　
　　 域内の良好な景観の形成に重要なものであること。

（２）道路その他の公共の場所から公衆によって容易に望見されるものであること。

都市計画区域外の景観重要樹木及び景観協定に関する省令
（景観重要樹木の指定の基準）
第１条景観法第 28 条第１項の国土交通省令・農林水産省令で定める都市計画区域外
の景観重要樹木（以下単に「景観重要樹木」という。）に関する基準は、次に掲げる
とおりとする。

（１）地域の自然、歴史、文化等からみて、樹容が景観上の特徴を有し、景観計画区
　　 域内の良好な景観の形成に重要なものであること。

（２）道路（私道を除く。以下同じ。）その他の公共の場所から公衆によって容易に望
　　 見されるものであること。

第６章　景観づくりに関わる資源の指定方針や整備に関する事項
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第７章　景観づくりの推進方策　　　　　　



60

第７章　景観づくりの推進方策／１．千歳市の景観づくりを支える推進方策　　　　　　
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１．千歳市の景観づくりを支える推進方策　　２．計画の見直し　　　　　　
第７章　景観づくりの推進方策／
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資料編
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資料編／１．千歳市景観計画検討会議　　　　　　

・基本理念、基本方針について
・景観エリアごとの景観づくりの方針について
・一般区域における届出対象行為と景観形成基準　
　について
・景観づくりに関わる資源の指定方針や整備に関
　する事項について
・景観づくりを支える推進方策について
・景観条例（案）の報告について

・千歳市景観計画（素案）の報告

・景観計画区域、景観重点区域について
・キウス周堤墓群周辺の景観特性と課題について
・景観重点区域の景観づくりの方針について
・景観重点区域における届出対象行為と景観形成　
　基準について

・景観に関する基本情報について
・景観計画策定及び景観条例制定について
・策定体制、策定の流れ、策定スケジュール、
　検討事項について
・キウス周堤墓群の世界遺産登録について
・景観計画区域、（仮称）景観重点区域について
・景観重点区域の景観づくりの考え方について

千歳市景観計画検討会議の運営にあたっては、景観の専門家である「千歳市景観アドバイ
ザー」にオブザーバーとしてご参加いただき、景観に関するアドバイスをいただきました。 
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資料編／２．千歳市景観計画検討会議設置要綱　　　　　　
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資料編／２．千歳市景観計画検討会議設置要綱　　　　　　
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資料編／３．千歳市景観計画検討会議委員名簿　　　　　　





画
計
観
景
市
歳
千

歳
千

市

千歳市景観計画
【発行】千歳市
〒066 8686　北海道千歳市東雲町2丁目34番地
TEL：0123 24 3131（代表）　FAX：0123 22 8854

【企画・編集】千歳市企画部まちづくり推進課

令和3年7月




